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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

＜研究目的＞ 口蹄疫、鳥インフルエンザ、薬剤耐性菌の問題等、動物やヒトの健康、さらに

食の安全にとって深刻な問題が起きてきている。この問題の根本的な原因は、地球規模での環

境汚染、汚染地帯からの野生動物の移動、農畜産物やそれに関連した生産資材の流通における

地球規模でのグローバル化が挙げられる。これらの危険因子を効果的に排除することは、人間

および動物の安全な生活環境を確保する上で重要であり、獣医学領域に課せられた大きな課題

と認識されている。本研究プロジェクトは、我々が今までに確立した感染症病原体の検出法を

応用し迅速的な同定法である高感度検出法の開発により解析体制を構築する。具体的には気象

条件（特に大陸からの黄砂や PM2.5）と感染症病原体の分布状況についてその関連性を解明し、

さらに野生動物の移動と感染症病原体保有状況を地球規模で調査する。感染症病原体の多くは

野生動物や生産動物を宿主としており、その一部は節足動物を媒介して人へと伝播することか

ら、地球気象条件は野生動物の繁殖／移動を左右し、病原体の感染環に影響することが容易に

想像される。本研究では、これら環境汚染物質中に含まれる病原体の検出を行い、汚染状況を

明らかにするとともに、生産動物及び野生動物への病原体感染プロセスを解明し、気象条件や

環境汚染状況に対応した効果的な人獣共通感染症への防御対策を策定する。 

＜研究の意義＞ 口蹄疫、鳥インフルエンザ、薬剤耐性菌など人間生活に多大な影響をもた

らす新興および再興感染症の感染経路や発症に関わる根本的な要因については未だに不明な点

が多く、その効果的な対策を講ずるには至っていない。その原因として、これら病原体の検出

感度とその検出に要する時間が挙げられる。本研究はこれらの諸課題を包括的に解決すること

を目的とする。すなわち、1．環境汚染物質に付着する病原体を高感度に検出する方法を開発し、

野生動物や生産動物への感染状況とその経路を明らかにすることで、生産動物やヒトへの感染

を遮断する。 2．新興および再興感染症の原因微生物（ウイルス、細菌、寄生虫）を網羅的に

検出できる方法を新たに開発し、環境や野生動物からこれら病原体を効果的に排除し、安定的

に安全な食料供給を可能にする。 3. 網羅的に感染病原体を監視する事で、将来、新たな病原

体が出現した際に、迅速に感染経路を解明しそれを遮断することが可能となる。 

本研究の遂行により、動物やヒトの感染症伝搬に関するグローバルで且つ詳細な知見が得られ

る。同時に、日本国内における病原体の効果的制圧技術（予防技術および治療技術、さらに地

球規模での防御技術）を構築するうえで、その基礎知見として重要になるものと考えられる。

さらに、副次的効果として 1．野生動物の環境化学物質汚染状況と感染経路を把握する事がで

き、保護活動に於いて有用な基礎データとなる。 2．病原体の網羅的検出法の開発により、動

物のみならず人の疾患原因病原体の検出にも応用していくことができる。以上により、地球規

模での物質や生物の動きによって感染拡大する重篤な疾患を複数のポイントで効果的にシャッ

トアウトできる。さらに、本研究は獣医学研究科を主体とするが、課題担当者は他研究分野か

らの参加が半数であり、多方面からの研究推進を可能としている。よって、本プロジェクトの

もう１つの目的である、「農業分野でのグローバルな問題に対処できる高度技術者育成」に多大

な貢献ができる。研究成果は各種学会発表やホームページで公表し、社会にも都度、還元して

ゆく。 

＜計画の概要＞ 本研究プロジェクトでは北海道の生産動物や野生動物で広がりつつある感

染症の実態を把握し、それを取りまく地域内での感染因子伝播や外国から移動飛来する粒子と

の関連性を明らかにし、効果的防御法を確立する目的で、感染因子の移動の流れ、粒子の捕獲、

粒子からの高感度感染因子の検出法の開発、さらに考えられる感染の防御法に関して総合的に

研究に取り組んだ。具体的には、国内外に於ける生産動物の事態調査を蒔田（市川）、鈴木（森
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田）、樋口、野生動物に於ける調査を浅川、更にその対策も含めて伊吾田（吉田剛司）、地球規

模での物質粒子の移動を星野、地域での感染因子の移動を吉田磨、感染病原体の粒子からの高

感度検出法を能田、遠藤、岩崎、動物からの検出法を村田（菊池）、山口、横田、最後に感染拡

大防止対策として臼井（田村）、岩野が担当した。 

（２）研究組織 

 次の 3つの研究チーム体制で推進した。 1、感染病原体検出チーム（市川、鈴木、森田、遠

藤、岩崎、菊池、山口、横田、村田）：実験動物及びウシを用いて細菌やウイルス病原体を迅速

に検出する方法を開発する。抗体を用いた水晶振動子マイクロバランス法による特異的かつ迅

速な同定法と、質量分析計を用いた網羅的な高感度検出同定法を開発する。 2、生産動物飼育

環境と感染症発生関連チーム（樋口、田村、臼井、蒔田）：ウシや野生動物に内在する病原体を

検出し、飼育環境等の外的条件との関連性を明らかにする。特に環境と薬剤耐性菌の発生との

関連性を明らかにする。 3、地球気象条件と感染症並びに防疫対策チーム（岩野、浅川、伊吾

田、吉田剛司、星野、吉田磨、能田）：地域の気候条件や物質の移動を調べ、感染症発生との関

連性を示し、防御対策を構築する。はじめの 2 年間は、各チームの目的を達成しつつ、3 年目

以降は相互の関連分野の研究を推進することで、効果的な対処法を構築する。特に、黄砂や

PM2.5 に含まれる病原体を高感度に検出し、我が国における感染症の発症との関連性を精査・

概観し、保全生態学の観点からも検討し、効果的な防御対策を構築する。その後の研究の進展

により、薬剤耐性菌が環境中に多く検出されたので、上記の体制から、田村、臼井、岩野はこ

の調査研究と有効な対策チームに兼務となった。 

（３）研究施設・設備等 

既存の以下の研究実験施設を使用して行なう。 

環境汚染物質・感染病原体分析監視センター 

北海道江別市文京台緑町 582、 1,242m2, 常時 10 名程度使用 

主な使用設備；P3 施設、クリーンルーム、感染動物飼育実験施設、安全キャビネット 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

本研究プロジェクトの成果は以下の通りである。 

1、生産動物（特用家畜・家禽、エキゾチックペット含む）や野生動物（動物園水族館飼育種含

む）の鳥インフルエンザウイルスや深刻な寄生虫病の原因となる蠕虫類の分布や動態などを明

らかにした（市川№1,265, 伊吾田№76,238，樋口№121-124, 413-417，浅川№52，54，68，315）。

特に、感染因子の高感度迅速検出法などの新たな手法も援用し、国内外での感染因子や感染経

路を明らかにし、有効な防疫の基盤構築に貢献した。野生シカ類の食肉利用分野における感染

症サーベイランスを含む総合的な衛生管理人材育成制度の先進事例の詳細について現地調査を

行い、当該分野において発展途上国である日本の制度設計モデルを提案することができた（伊

吾田№74,75,76）。 

2、乾燥したユーラシア大陸からの土壌粒子の移動はモンゴル高原のゴビ・砂漠を起源とし、荒

漠ステップ、特に粉塵・砂塵や有機物が集結しやすい場所であるドライレイクベッドから低気

圧に伴う上昇気流によって舞い上がった黄砂粒子は、中国の都市部上空を通過する際に有害物

（酸性物質）などが粒子の表面に付着し、長距離輸送される途中大気中で光化学反応を起こし、

より危険な物質に変わって日本に飛来していることが明らかになり、現地の自然降下物質や表

土のサンプル調査でもドライレイクベッドでは Actinobacteria 門と Firmicutes 門が生息して

おり、Actinobacteria 門はすべて Micrococcaceae 科 Arthrobacter sp．で、Firmicutes 門は

ほぼすべて Bacillus sp．であった。菌数はドライレイクベッドが一番多かったため、黄砂粒

子が感染因子の移動の媒体になっている可能性を示唆した。その結果をそれぞれ公表した（星
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野№77-96）。発生源によって、異なる特性（有機物含有量など）の微粒子が検出されており、

これらの結果と併せて、より強い細菌の生存傾向がフィールドと実験室レベルで確認されてい

る（星野№77-96、能田№247,248,344-346）。また、家畜飼育環境下においての異なる敷料が北

海道レベルで確認されており（能田№97）、これらの影響と併せて、実験室レベルでの検証から

異なる湿度環境は病原体の挙動に影響することが示唆されている（能田№337）。 

3、 PM2.5 など飛来した粒子からの感染因子（ウイルス、細菌、カビ）の高感度検出法且つ迅

速検出法を提案できた（遠藤№361-363、横田№220、菊池№372,373,375、山口№116,119,379）。

食中毒の原因となる病原体に対する、迅速、高感度かつ信頼性の高い実用的な検出手法として、

タンパク質プロファイリングに基づく MALDI-TOF/MS と DNA 多型を利用した ARISA を開発し、生

乳およびキノコ子実体試料を用いて実用性を証明した。さらに、獣医・畜産領域で分離される

病原細菌・新菌種に対応した迅速な鑑別法として MALDI-TOF/MS ライブラリーを構築した。この

ライブラリーは、種レベルよりもさらに詳細な血清型・遺伝子型鑑別にも応用可能であること

も実際の臨床検体を用いて証明することができた（村田№221,222,367,369-375）。 

4、タンザニアにおいて人獣共通感染症である牛ブルセラ病は、放牧主体の畜産が行われている

農業放牧混合地域で牛の流産胎仔・胎膜を媒介して感染が維持されていることが明らかとなっ

た。農業放牧地域のみ着目して調査すると、マサイ族に特徴的な大型牛群で有病率が高く、獣

医師の指導を受けている牛群で有病率が低かった。特にマサイ族で生の牛血液・牛乳の飲用が

多く、人への感染が示唆された。農家自らが負担するブルセラ病ワクチンについては、数年間

の継続で疾病制御が可能な子牛のみへのワクチン接種は 9 割以上に支払い意欲が確認された。

これら結果を還元した参加型調査では、4 箇所の村全てにおいて村の代表者から住民主体によ

るワクチン接種と教育プログラムの提供が希望された。現在牛乳由来ブルセラ遺伝子の系統樹

解析を実施中である。また、調査農場主および家族の希望者を対象としたヒトブルセラ病検査

の結果、33.3%（44/132 人、95%CI: 25.5% – 42.1%）がブルセラ病抗体陽性であった（蒔田№

193,470,477,483）。 

5、上記知見をもとに以下について示すことができた。特に、感染因子の中でも対策に苦慮して

いる且つ蔓延している薬剤耐性菌の実態を明らかにし（田村、臼井№135-137,429-434）、ファ

ージを用いた画期的対策を提案した（岩野№184,449-455,457、樋口№409,410,413）。また、耐

性菌の感染経路について、ハエなどの衛生昆虫、堆肥及び水圏環境を介した経路を明らかにし、

耐性菌伝播を防ぐための防除方法の提案を行うことができた（臼井№139,143,149,151）。加え

て、海外における耐性菌の実態を明らかにし、国際的な取り組みが必要であることを示唆する

ことができた（臼井№143,157）。 

 食品の汚染においては原料の安全性が最重要である。乳房炎の発症に関わる黄色ブドウ球菌

等の病原性微生物に感染する各種ファージの電子顕微鏡による観察を行い良好な結果が得られ

た（岩崎№110,112,377,378）。また、乳肉製品中に混入する病原体毒素成分の高感度検出手技

として、水晶発振子マイクロバランス法（QCM）による乳汁中エンテロトキシンのダイレクト検

出を試みた。市販抗体や乳成分の非特異吸着抑制のための自己組織化膜等の検討を進め、乳汁

中ではおよそ 10ng、分画様試料中では 1ng 程度のエンテロトキシン検出の可能性を示す手法を

構築し、現在論文の執筆を進めている(岩崎№376)。 

2015 年 4 月の世界の鳥インフルエンザ発生状況データから分かることは、次の 2点である。 

①台湾では 834 件発生しているが、野鳥はそのうち 8 件のみであり残りはガチョウが多くを占

めていた。韓国では 354 件発生しているが、野鳥は 58 件に留まっており、アヒルが残りのほと

んどを占めていた。野鳥の検出が簡単ではないこともこうした片寄りの原因の 1 つであるが、

野鳥とガチョウやアヒルとの接触の可能性はそう高くないことを考えると、野鳥がもし病原体
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を伝搬しているとすれば、野鳥の群れに感染が広がって多くの死体が発見されるはずである。 

② 台湾及び韓国そして日本の発生地域を見ると、全てが中国側に片寄った地域に分布している

ことが分かる。野鳥はいろんな生息地に飛来するはずであるので、野鳥による伝播と考えると、

この極端な片寄りは説明できない。 

 以上の結果より、鳥インフルエンザの感染経路は、渡り鳥による伝播と共に、他の物質に吸着

している感染病原体が中国側から飛来し、伝播すると考える方が自然である。即ち、本プロジ

ェクトでの星野、能田の研究成果を考えると、モンゴルを粒子の発祥地として、中国の都市で

様々な有機物などが付着してから日本に到着する空中の粒子が伝播の役割を担っていることが

強くうかがえる。 

 よって、本プロジェクトの後半では、飛来して来た粒子の中に感染因子が存在し、日本に到

着後、感染活性を発揮するのかを明らかにすることが重要であった。その際、感染因子の検出

には、星野や能田が集積した粒子を用いて、遠藤が開発しつつ有る設計プライマーを用いた PCR

による方法が有効であることがわかり、土や捕集される粒子を用いて予備実験を繰り返し、有

効なプライマーの設計を進めた。多くの対象病原体は入手困難であるため、多数の陽性対照 DNA

が必要になる。持続的に検査体制を発展させるための方法として低コストの人工遺伝子合成技

術を確立し、最終的に実用化レベルに至った(遠藤 No.359,360)。次に、得られた因子の中での

特異な分子、例えば DNA や毒性物質と同等のものが北海道で検出される生産動物や野生動物の

感染病原体に含まれているかどうかを明らかにする必要があり、これは、菊池や山口らが進め

つつある質量分析計を用いた BioTyper 法が正確さや迅速さに於いて非常に有効であることが

分かってきた。即ち、当初の目的を達成する為の計画（感染因子の高感度検出、地球規模での

感染因子の探索）の６５％以上の達成度と言える。 

 今後の効果的対策に関しては、上記の成果から考えられることとして、 

① 集塵した粒子の中の感染因子の検出を継続しながら、検出された場合にはそれに対する効果

的な薬剤等で消毒することが効果的となる。 

② 次に、バクテリアの場合には、岩野の研究成果にある、菌種に有効なファージを調製して、

ファージセラピーやファージ予防処置を取ることが有効となる。 

 本事業の終了後も以上の計画をもとに、国内、国外からの経路に於ける各ステップでの実験

研究を進めたいと考えている。 

上記の他、鳥インフルエンザウイルスの移動・侵入に関しては、旧来通り、野鳥（特にカモ

類）に潜在的に感染し、越冬時に日本各地に渡ってくることにより侵入することは疑う余地は

ない。そこで、「地球気象条件と感染症並びに防疫対策チーム」の浅川とその共同研究者は、国

内に飛来したカモ類の糞便内のウイルス検出の分布濃度から、日本海を渡り北陸・東海地方で

越冬するマガモ-カルガモ種群がもっともリスクの高いグループであることが判った（浅川

No.303）。また、一般に見逃され易い深刻な寄生虫病の原因となる蠕虫類の調査から、日本にお

ける多くの危険蠕虫の定着も確認された（浅川 No.9-72）。これらを総合し、日本生態学会が編

纂した教科書の中に、有効な防疫対策について提言をした（浅川 No.223）。この対策の肝は、

獣医学のみならず、医学（公衆衛生）と保全生態学との連携での具体的な提案であり、One health

コンセプトを具現化したものであった。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1）新興再興感染症のうち最近大きな問題となった PED（ブタ伝染性下痢症）の発生した際の経

済的損失を消費者側のみならず畜産農家からの視点で概算することが出来た。同時に、生産動

物（牛）や野生動物（鹿など）での感染症の発生現場での状況（浅川）とそれへの獣医臨床（鈴

木）や野生動物管理の提案（伊吾田）を行なうことができた。これらの研究成果は、本研究プ
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ロジェクトの意義を明らかにし、具体的対策提案に有効な情報を与える。 

2）感染因子（DNA や病原体）の高感度迅速検出法を改善開発した（遠藤、菊池）。 

3）感染因子が地球規模で移動していることから、国を越えた、更に地域内での粒子の移動シス

テムを明らかにした。特に、モンゴルの砂漠で舞い上がった粒子が核となり中国都市部で感染

因子となる有機物などが吸着し、その後日本や台湾、韓国に移動することを明らかにした。こ

れは、2015 年に発表された鳥インフルエンザの発症地域が韓国や台湾国内の中国側地域に偏っ

ていることと一致し、粒子の移動に伴って感染因子が移動していることが強く示唆された（星

野、能田）。また、これまでのモンゴルと日本における同時期のエアロゾル測定の結果から黄砂

沈着時には微生物叢の多様性増加傾向が確認されている（能田№339）。 

4）薬剤耐性菌の遺伝子変異や耐性菌を殺菌するのに特異的ファージを用いる防御法を提案した

（田村、臼井、岩野、樋口）。このことは、従来抗生物質使用の限界を超える画期的成果となる。 

5）農場からの耐性菌伝播におけるハエの重要性を科学的な根拠をもとに示すことができた（田

村、臼井）。このことは、耐性菌伝播を防ぐ際の、衛生昆虫のコントロールという具体的な提案

につながる。 

6)感染因子（Mycoplasma 属）の検出技術を構築し、国内における浸潤状況を明らかにするとと

もに、効果的な制圧技術を構築し、その効果を確認した（樋口、岩野） 

7) 経済的に貧しいタンザニアにおいて、政府の資金を待つことなく自ら主体的に人獣共通感染

症であるブルセラ病制御を成功させる可能性が確認された。また現地政府首相事務所内 One 

Health チームと共同で医学・獣医学間連携、地域との連携を実現している（蒔田）。 

8)鳥インフルエンザウイルスやの深刻な寄生虫病の原因蠕虫類の動態から、One health コンセ

プトに準じた有効な防疫対策を提言した（浅川）。 

＜課題となった点＞ 

地球規模での病原体の移動は、一つは渡り鳥などの野生動物による場合、二つには輸出入品と

共に運ばれる場合があるが、このプロジェクトは PM2.5 や黄砂に代表される地球規模で移動す

る粒子に着目した。その理由は例えば鳥インフルエンザの発症報告をみると、上記渡り鳥や輸

出入品の移動だけでは考えにくい地理的な特徴を示していた。例えば、台湾や韓国では中国側

に鳥インフルエンザの発症が見られ、粒子の飛沫方向と一致していた。そこでその点を証明す

る上での課題としては、以下が挙げられた。 

1）地球規模での粒子のサンプリングを確実に実施すること 

2）粒子内の病原体を高分解能で検出同定する方法を開発すること 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

1）感染症への効果的対策を提案する為には、国内の感染因子の検出と中央アジアから飛来して

くる粒子内に感染因子が存在するかどうかの完全な証明が残されていたが、人工知能(AI)を用

いた粒子内病原体遺伝子検出法の開発が達成され実際に一部検出結果も得られた。現在、乾燥

土壌内のウイルス検出のプライマー設計ストラテジーを実現できれば、日本国内粒子内の感染

遺伝子の検出可能性は高いと云える。次は、モンゴルでサンプリングした粒子（星野）と日本

国内で成功している粒子（能田）を試験する。 

2）効果的対策を提案する為のもう１つの課題としては、中央アジアからの移動経路を明らかに

し、いち早く検出できるシステムを構築しなくてはならない。その為には本プロジェクトで出

来得ることは、なるべく他地域での集塵サンプリングと高い感度の検出法を改良して行くこと

であり、現在のアルゴリズムで病原ウイルスの痕跡を検出することの可能性は充分ある。 

3) タンザニアにおけるヒトのブルセラ病診断で人獣共通感染症の牛からヒトへの伝播の程度

を確認すべくタンザニア政府の協力を得て医学倫理審査の承認を得たが、別途必要であった国



 

 

法人番号 011009 

プロジェクト番号 S1391001 

 

家研究許可に時間が掛かり、人のブルセラ症について事業期間内に詳細な解析を実施する時間

がなかった（蒔田）。 

 しかし、将来的には、現在サンプリングは困難な中国やロシアで可能とする国際共同研究が

望まれるとともに、地球規模での監視の目を構築することが必要となると考えている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

2 回に渡り高い評価を得られたが、次の点について課題が示された 

1）課題達成に向けて担当者間の連携を密にすること 

2）粒子のサンプリング地点はより詳細にできないか？ 

3）粒子内病原体の検出はできるか？ 

まず、1）については毎年成果発表会と検討会を重ねる毎にプロジェクト課題を達成する方向で

各担当者の研究課題が絞られ連携が取られてきた。特に粒子のサンプリング地点については手

分けして且つ協力して実施できた。2）についてはモンゴル出身の星野により粒子の発生地点で

あるモンゴルとゴビ砂漠での詳細なサンプリングに成功した。3）については AI を用いた検出

法が開発できたことにより粒子内の病原体遺伝子を一部検出するまでに至った。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

地球規模での粒子の移動が感染症発生にどの程度の役割を果たしているかを明らかにするこ

と、さらに詳細な移動経路を明らかにすることが必要である。本プロジェクトで達成された研

究成果から、粒子の移動が大きな役割を担っていることは確かと考察できるが、詳細な病原体

の発生地と経路を完全に証明するにはまだ不十分である。しかしながら、本プロジェクトで開

発した病原体蛋白質及び遺伝子検出法を用い、同じく詳細位にサンプリングした粒子を解析す

ることにより上記の点が、より明らかになると予測できる。 

次にその移動を同じく本プロジェクトで見い出したファージを用いた方法により効果的にシャ

ットアウトできることも考えられる。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

1）MALDI-TOF MS を用いた、細菌やカビの迅速な特定技術が進展できたので、国内獣医臨床現

場での病原菌やカビの検出は大幅に短縮され且つ確実になり、臨床的効率性と確実性が増すこ

とができる。更にこれは食品衛生分野（食品の腐敗や食中毒菌の同定）に関しても大きなメリ

ットを得ることとなる。 

2)AI を用い PCR プログラムを構築した。その結果、高い確率で細菌の網羅的 PCR 検査を可能に

し、特許申請に至った（特許出願番号 PCT/JP2018/009343 出願日 平成 30 年 3 月 9 日）。 

3）病原菌のファージによる殺菌システムが発展できれば、抗生物質の使用によって蔓延してい

る耐性菌などによる再興感染症の蔓延を防ぐことができる。 

4) タンザニアにおけるブルセラ病調査では、首相事務所内、保健省・農業省合同の One Health

チームとの協力体制が構築された。ブルセラ病はタンザニア国の重要疾病と位置付けられたた

め、同病撲滅へのロードマップ策定に本研究成果は有用である。今後も引き続き支援を継続し

たい。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 新興再興感染症       （２） 生産動物        （３） 地球規模での粒子の移動   

（４） 感染因子           （５） 高感度検出法      （６） 薬剤耐性細菌           

（７） 野生動物           （８） 感染防御対策     
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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319. 浅川満彦.（2013.04 酪農学園大学）外来鳥獣類から見出された外部寄生虫（概要紹介）. 第 65 回

日本衛生動物学会大会. 

伊吾田宏正 

320. 東谷宗光・松浦友紀子・伊吾田宏正・赤坂猛・宇野裕之・早稲田宏一・伊吾田順平・井田宏之「「シ

カ捕獲認証」創設から 3 年間の成果」「野生生物と社会」学会、2017 年度大会（2017.11 月帯広畜産

大学）ポスター発表 

321. 伊吾田宏正「野生動物の反乱と共生」「野生生物と社会」学会、2016 年度大会（2016.11 月東京農工

大学）公開シンポジウム． 

322. 東谷宗光、松浦友紀子、伊吾田宏正、赤坂猛、宇野裕之、早稲田宏一、伊吾田順平、井田宏之.（2015.11 

琉球大学）日本初のシカ捕獲認証制度スタート．「野生生物と社会」学会 2015 年度大会（2015.11

月琉球大学）ポスター発表． 

323. 東谷宗光、松浦友紀子、伊吾田宏正、赤坂猛、宇野裕之、早稲田宏一、伊吾田順平、井田宏之.（2015.11 

琉球大学）日本初のシカ捕獲認証制度スタート．「野生生物と社会」学会 2015 年度大会． 

324. 伊吾田宏正企画.（2014.10 愛知）理事会主催テーマセッション「次世代の野生動物管理の担い手を

創出するには？〜改正鳥獣法の課題と展望を絡めて」.「野生生物と社会」学会 2014 年犬山大会. 

星野仏方 

325. *Yuki Sofue, Buho Hoshino*, Eunice Nduati, Akihiko Kondoh, Kenji Kai, Ts. Purevsuren, Kenji 

Baba：REMOTE SENSING METHODOLOGY FOR DETECTION OF ENVIRONMENTAL 

REGIME SHIFTS IN SEMI-ARID REGION. the 37th annual symposium of the IEEE 

Geoscience and Remote Sensing Society (GRSS). July 23-28. Fort Worth, TX, USA. 

326. 星野仏方（国際会議招待講演）：（Strategy of survival of plants in dry environment and its 

response to precipitation. 乾燥環境下の植物の生存戦略と降水への応答・第六回モンゴル高原環境

問題研究会・千葉市 
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327. *Buho Hoshino, Yuki Sofue, and Kenji Kai: Seasonal Dynamics of Vegetation and Dust 

Emission in Dryland. Third COSPAR Symposium (第三回宇宙学会)   2017 年 9 月 18 日・韓国

Jeju 島． 

328. *Buho Hoshino (国際会議招待講演・名古屋大学・2017 年・11 月)：Seasonal Dynamics for 

Vegetation Response to Precipitation and Detection of Environmental Regime Shifting in 

Semi-Arid Region. International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental 

Regime Shift. Nagoya. 

329. 星野仏方： ( 2017 年 2 月 23 日・招待)環境レジームシフトとダストの発生・JSPS 公開セミナー・

名古屋大学。 

330. 星野仏方：乾燥環境下の植物の生存戦略と降水への応答・公開シンポ「気候変動の中での（植物）

生態系へのマクロ、ミクロからの考察～」・2017 年 2 月 20 日・江別市. 

331. Buho Hoshino: Studies on the Betula platyphylla Suk. Forest dieback phenomenon in Hustai 

National Park, Mongolia based on remotely sensed data. 8th Biennial Conference of the 

International Biogeography Society – to be held at the University of Arizona and the Tucson 

Marriott University Park, Tucson, Arizona from January 9-13, 2017. 

332. ＊星野仏方：ドルノゴビ県サインシャンドの火力発電所から排出される煤の動態・第四回大気エア

ロゾルシンポジウム   2016 年 11 月 25 日・かでる２・７、札幌 

333. ＊星野仏方： (招待講演)リモートセンシングを用いたアジア内陸黄砂発生源地域における地表面

変化抽出への新知見・第 57 回 大気環境学会年会・酸性雨分科会   2016 年 9 月 7 日・北海道大学 

334. Buho Hoshino: Estimates of ground surface characteristics for outbreaks of the Asian Dust 

Storms in the sources region. DUST 2016, June 2016, Castellaneta Marina (TA), Italy. 

335. Buho Hoshino: Remote sensing approach for the dieback phenomenon of Betula platyphylla 

Suk. forest in Hustai National Park, Mongolia. Annual Scientific Council Meeting of Hustai 

National Park, Mongolia   2016 年 1 月 23 日・ウランバートル・モンゴル国 

336. Yuta Demura, Buho Hoshino*, Yuki Sofue, Kenji Kai, Ts. Purevsuren, Kenji Baba, Jan-Chang 

Chen, Kaori Mori: ESTIMATES OF CRITICAL GROUND SURFACE CONDITION FOR ASIAN 

DUST STORM OUTBREAK IN GOBI DESERT REGION BASED ON REMOTELY SENSED 

DATA, 870-873, IGARSS 2015 IEEE, Milano, July, 2015. 国際会議ポスター発表． 

能田 淳 

337. ＊Noda, J., Saito, A., Nishi, K., Gondaira, S., Higuchi, H. Nagahata, H., Yokota, H., Distribution 

pattern of aerosolized Mycoplasma bovis with environmental aerosols under different humidity 

levels, Joint international Tropical Medicine Meeting, Bangkok, 2017. 

338. ＊Maki, T., Bin, C., Kai, K., Ohara, K., Kobayashi, F., Davaanya, E., Noda, J., Kawai, K., 

Minamoto, Y., Shi, G., Hasegawa, H., Iwasaka, Y., Vertial distribution of airborne 

microorganisms in Asian dust (Kosa) source region, Taklamakan and Gobi Deserts, 

International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental Regime Shift, Nagoya, 

2017.  

339. ＊Noda, J., Nishioka, K.,  Yumimoto, K., Hagiwara, K., Yokota, H., Hoshino, B.,  Nakaya, T., 

Maki, T., Davaanya, E., Munkhjargal, E.,  Kawai, K., and Kai, K., Bioaerosol measurements 

during the dust storm event in IOP2015, International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols 

and Environmental Regime Shift, Nagoya, 2017. 

340. ＊Noda, J., Hoshino, B. Hagiwara, K., Yokota, H., Dashdondog, B., Erdenebadrakh, M., Kawai, 

K., and Kai, K., Bioeaerosols and chemical substances – coexistence and possible interactions, 

Chemical harzard symposium, Sapporo, 2017.    

341. ＊能田 淳, 齋藤亜美, 豊田彩乃, 西 航司, 樋口豪紀, 永幡 肇, 横田 博, （2017.02 金沢大学）

「マイコプラズマを含むバイオエアロゾルと異なる家畜飼育環境中エアロゾル粒子の相互作用につ

いて」, バイオエアロゾルシンポジウム, 金沢, 2017. 

342. ＊能田淳, 萩原克郎, 星野仏方, Ravi Kant, Mattias Hallquist,（2016.11.25 かでる 2.7）ブラ

ックカーボンとバイオエアロゾルの相互関係について, 第 4 回大気エアロゾルシンポジウム. 

343. ＊Noda, J., Noguchi, I., Dashdondog, B., Nakaya, T., Hagiwara, K., Bioaerosol researches: Field 

and laboratory investigation, 1s JSPS Core to Core program international seminar for 

collaborative work to develop platform for zoonotic infectious diseases among Japan, Egypt and 

Asian countries, Kyoto prefectural University of medicine, Kyoto, Japan, 2016. 

344. ＊Noda, J., Hagiwara, K., Hoshino, B., Baba, K., Yokotota, H., Erdenebadrakh, M., Kawai, K., 

Kai, K., Viability differences of Bioaerosols with Dusts from Mongolia and Japan, 3rd JSPS Core 

to Core program for Collaborative Research between Mongolia, China and Japan on Outbreaks 

of Asian dust and Environmental Regime Shift, Information and research institute of 



 

 

法人番号 011009 

プロジェクト番号 S1391001 

 
meteorology, hydrology and environment, Ulaanbaatar, Mongolia, 2016.  

345. ＊Noda, J., Hagiwara, K., Hoshino, B., Yokotota, H., Erdenebadrakh, M., Kawai, K., Kai, K., 

Viability Reduction of Bioaerosols with Presence of Environmental Dusts, International 

Conference on Atmospheric dust, Taranto, Italy, 2016.  

346. ＊Noda, J., Toyoda, A., Higuchi, H., Ngahata, H., and Yokota, H., Behavior of Airborne 

Mycoplasma Bovis with Different Dusts in Livestock Firming, International Conference on 

Atmospheric dust, Taranto, Italy, 2016.  

347. 能田淳.（2016.02 名古屋大学）「バイオエアロゾルと環境ダストの微妙な関係 」、JSPS 拠点形成事

業「アジアダストと環境レジームシフトに関する研究拠点の構築」公開セミナー. 

348. ＊能田淳、豊田綾乃、井上裕美、萩原克郎、樋口豪紀、永幡肇、 星野仏方、横田博.（2015.11 酪

農学園大学）異なる空間におけるバイオエアロゾルの挙動 ―シュミレーション実験の結果から―. 

第 3 回大気エアロゾルシンポジウム. 

349. ＊Jun Noda, Katsuro Hagiwara, Buho Hoshino, Kenji Baba, Izumi Noguchi, Batdorj Dashdondog, 

Erdenebadrakh Munkhjargal, Takaaki Nakaya, Kei Kawai, and Kenji Kai.（2015.08 蘭州大学）

JSPS 拠点形成事業「アジアダストと環境レジームシフトに関する研究拠点の構築」国際セミナー

「Bioaerosol Investigations: Field measurement and laboratory studies」. 

350. ＊能田淳、野口泉、星野仏方、馬場賢治、ダッシュドン ドッグ・バットドルチ、中屋隆明、萩原克

郎.（2015.07 福岡大学）バイオエアロゾル研究：フィールドと実験室レベルから考える健康への

影響. 福岡から診る大気環境研究所シンポジウム. 

351. ＊能田淳、野口泉、星野仏方、馬場賢治、ダッシュドンドッグ・バットドルチ、中屋隆明、萩原克

郎.（2015.02 酪農学園大学）バイオエアロゾル研究：これまでの測定から見えてきたこと. 第 2

回大気エアロゾルシンポジウム. 

352. ＊能田淳、野口泉、星野仏方、馬場賢治、ダッシュドンドッグ・バットドルチ、中屋隆明、萩原克

郎.（2015.01 大分）Bioaerosol Investigations: Mongolia- Japan Field Measurements and 

Laboratory Studies. 第 9 回大気バイオエアロゾルシンポジウム. 

353. ＊Jun Noda, Kenji, Baba, Buho Hoshino, Izumi Noguchi, Batdorj Dashdondog, Takaaki Nakaya, 

and Katsuro Hagiwara.（2014.08 韓国）Investigation of  Biological Tracer Approach for Asian 

Dust Transport Event in 2012. 国際エアロゾル学会. 

354. ＊Jun Noda, Katsuro Hagiwara, Buho Hoshino, Izumi Noguchi, Kei Kawai, and Kenji Kai.（2014.08 

名古屋大学）JSPS 拠点形成事業「アジアダストと環境レジームシフトに関する研究拠点の構築」、

国際セミナー「Research Activities on Bioaerosols at Mongolia and Japan- Field to Laboratory-」. 

355. ＊能田淳、萩原克郎、野口泉、星野仏方、馬場賢治、高畑若菜、ダッシュドンドッグ・バットドル

チ、中村昇太、中屋隆明、 田村豊.（2014.06 福岡大学）黄砂とバイオエアロゾル：遺伝子情報を

トレーサーとして. 福岡から診る大気環境研究所創立記念シンポジウム.  

356. ＊能田淳、萩原克郎、野口泉、星野仏方、馬場賢治、ダッシュドンドッグ・バットドルチ、中村昇

太、中屋隆明、田村豊.（2013.11 酪農学園大学）遺伝子情報を活用したバイオエアロゾルの長距離

移動メカニズムの把握. 第 1 回大気エアロゾルシンポジウム. 

357. ＊能田淳.（2013.11 北海道大学）屋外・屋内空間におけるエアロゾルと健康影響について. 北海道

総合研究機構主催セラミックシンポジウム. 

358. ＊能田淳、大久保虎彦、萩原勝郎、野口泉、田村豊.（2013.09 新潟）春季モンゴルと日本における

バイオエアロゾルの時空間的変動. 大気環境学会. 

遠藤大二 

359. ＊Gerry Amor Camer, Yuki Oikawa, Hitomi Omaki, and Daiji Endoh (2017.06 Quezon City, 

Philippines) Efficient Production of Synthetic Nucleotides of Notifiable Dengue (4 types),and 

Zika Flaviviruses using Algorithmic OE-PCR Design. 

360. Gerry Amor Camer and Daiji Endoh (2017.11 Pasay City, Philippines) PCR Primer Design for 

Non-notifiable Non-notifiable, Veterinary Significant Flaviviral Pathogens. 

361. ＊遠藤大二、伊藤聡、清水祐基、斉藤美加、村松康和、内田玲麻、林正信.（2015.09 北里大学）GenBank

ダウンロードファイルから設計可能なウイルス・細菌網羅的検出用遺伝子縮重プライマー設計プロ

グラムの開発. 第 158 回日本獣医学会学術集会. 

362. ＊伊藤聡、斉藤美加、遠藤大二、林正信.（2015.8 酪農学園大学）PCR プライマー最大化アルゴリ

ズムを用いた網羅的ウイルス検出方法の開発. 第 21 回日本野生動物学会. 

363. ＊清水祐基、伊藤聡、村松康和、内田玲麻、松田一哉、遠藤大二、林正信.（2015.08 酪農学園大学）

細菌属検出および同定用 PCR プライマーの設計プログラムの開発. 第 21 回日本野生動物学会. 

菊池直哉／村田亮 

364. 武智江梨、美名口順、村田 亮. （2017.12 北海道大学）ポスター発表, レプトスピラ感染症におけ
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る腎糸球体の構造変化について. 平成 29 年度日本顕微鏡学会北海道支部学術講演会. 

365. Jun Minaguchi, Eri Takechi, Ryo Murata. （2017.12 KOBE）ポスター発表, Changes in renal 

corpuscle structure on Syrian hamster infected Leptospira interrogans. Conbio2017. 

366. 美名口順、武智江梨、村田 亮. （2017.12 神戸ポートアイランド）ポスター発表, レプトスピラ感

染による腎小体構造の変化. 2017 年度生命科学系学会合同年次大会. 

367. ＊三浦祥、村田亮、加納塁、内田郁夫、菊池直哉. （2017.08 北海道大学）Prototheca zopfii の

MALDI-Biotyper による遺伝子型鑑別. 第 84 回日本細菌学会北海道支部学術総会. 

368. 美名口順、武智江梨、小村 淳、村田 亮、菊池直哉. （2017.06 三重県総合文化センター）ポスタ

ー発表, Leptospira interrogans 感染ハムスターにおける腎小体病変と腎糸球体基底膜の変化. 第

49 回日本結合組織学会学術大会. 

369. ＊村田亮、小笠原卓、大島美保、成田光生、岡敏明、菊池直哉. （2016.09 北海道大学）北海道に

おけるヒトのレプトスピラ症例発生報告. 第 83 回日本細菌学会北海道支部学術総会. 

370. ＊村田亮、井上正亮、岡良彦、菊池直哉. （2016.07 東京農工大学）MALDI Biotyper による動物由

来細菌株の遺伝子型・血清型鑑別. 日本家畜衛生学会第 84 回大会. 

371. ＊井上正亮、村田亮、中野良宣、菊池直哉.（2016.03 大阪）ポスター発表, MALDI-TOF MS を用い

た Mannheimia haemolytica の遺伝子型鑑別. 第 89 回日本細菌学会総会. 

372. ＊村田亮、井上正亮、中野良宣、松田一哉、菊池直哉.（2015.09 北里大学）MALDI-TOF MS による

動物由来細菌株の同定. 第 158 回日本獣医学会学術集会. 

373. 村田亮、大田真理、中野良宣、菊池直哉.（2015.09 北海道医療大学）豚由来 Streptococcus 

dysgalactiae subsp. equisimilis 株の遺伝子学的解析. 32. 第 82 回日本細菌学会北海道支部学

術総会. 

374. ＊井上正亮、村田亮、中野良宣、菊池直哉.（2015.09 北海道医療大学）MALDI-TOF MS を用いた

Mannheimia haemolytica の遺伝子型解析. 第 82 回日本細菌学会北海道支部学術総会. 

375. 伊藤寛迪、村田亮、稲井清彦、中野良宣、高橋樹史、菊池直哉.（2014.09 北海道大学）牛由来

Mannheimia haemolytica 国内分離株の Multilocus Sequence Typing. 第 157 回日本獣医学会学術集

会.  

岩崎智仁 

376. ＊岩崎智仁，田上貴祥，QCM による乳汁中の黄色ブドウ球菌ならびにエンテロトキシン検出の試み，

第 5 回北海道畜産草地学会（新得町畜産試験場），2016.9. 

377. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、永幡肇、丹羽秀和、片山芳也、木下優太、萩原

克郎、岩崎智仁、横田博、田村豊.（2015.02 岡山）月競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラ

ピーの検討. 獣医学術学会年次大会. 

378. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、永幡肇、丹羽秀和、片山芳也、木下優太、萩原

克郎、岩崎智仁、横田博、田村豊.（2014.09 札幌）競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラピ

ーの検討. 北海道地区三学会. 地区学会賞 

山口昭弘 

379. Hu D, 澤田石晴香，徳田瑞貴，吉田訓子，山口昭弘. (2017. 08 神奈川) 野生酵母分離同定への

MALDI-TOF/MS の応用. 第 64 回日本食品科学工学会 

380. Tu Z，Yamada S, Ito Y, Yamaguchi A. (2016, 08 名古屋) Immunoregulatory effects of aqueous 

extracts from white bamboo on RAW264 macrophages. 第 63 回日本食品科学工学会  

381. Tu Z, Yamada S, Suzuki K, Sano Y, Izumi K, Muramatsu K, Yamaguchi A. Enrichment of the 

taste of Aronia melanocarpa through citric fermentation with Aspergillus awamori, 18th World 

Congress of Food Science and Technology (IUFoST), 2016 Dublin (Ireland) 

382. Tu Z, Ito Y, Yamaguchi A. Microbial diversity and functional assessments on white bamboo, 18th 

World Congress of Food Science and Technology (IUFoST), 2016 Dublin (Ireland) 

383. 山口昭弘. (2015. 03 江別市) アロニアの機能性評価と黒麹発酵による食味改善. 北海道アロニア研

究会 平成 27 年度研修会 

384. 山田さゆみ、菅原諒太、松岡啓太、村松圭、干場敏博、山口昭弘.（2015.08 京都） 酪農学園大学

キャンパス自生キノコの抗菌作用について. 第 62 回日本食品科学工学会. 

385. Tu Z, Yamada S, Ito Y, Yamaguchi A.（2015.08 京都）Microbial diversity in white bamboo 

(makomotake) formed with interaction between Ustilago esculenta and Zizania latifolia. 第 62

回日本食品科学工学会. 

386. 山田さゆみ、菅原諒太、松岡啓太、村松圭、干場敏博、山口昭弘.（2014.08 福岡）酪農学園大学キ

ャンパス自生キノコの抗炎症作用について. 第 61 回日本食品科学工学会. 

387. ＊菅原諒太、山田さゆみ、松岡啓太、村松圭、干場敏博、山口昭弘.（2014.08 福岡） MALDI-TOF/MS 
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を用いたキノコ子実体迅速同定についての基礎検討. 第 61 回日本食品科学工学会. 

388. Yamada S, Matsuoka K, Sugawara R, Muramatsu K, Hoshiba T, Yamaguchi A. Screening for 

anti-inflammatory and anti-microbial effects of wild mushrooms in the campus of 

Rakunogakuen University, 17th World Congress of Food Science and Technology (IUFoST) 2014 

Montreal (Canada) 
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克郎、岩崎智仁、横田博、田村豊.（2014.09 札幌）競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラピ

ーの検討. 北海道地区三学会. 地区学会賞 

456. Higuchi, H., Ito, E., Oikawa, S and Nagahata, H. World Veterinary Congress. The effects of 

vitamin E supplementation on cellular-tocopherol concentrations of neutrophils from Holstein 

calves and the mechanism of scavenger receptor class B type I (SR-BI)-mediated uptake of 

α-tocopherol were examined. 2013. Plaha (Crech Repubic). 

457. ＊古澤貴章、岩野英知、冷清水健太郎、樋口豪紀、萩原克郎、横田博、田村豊.（2013.09 岐阜）緑

膿菌性角膜炎に対するファージセラピーの有効性について. 第 156 回日本獣医学会学術集会. 
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462. 河内涼馬、吉田磨、牛山克巳. (2016.03 札幌) 異なる水田環境から発生する温室効果気体の動態. 宮
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
遠藤大二 

498. プログラムの公開 

https://github.com/daijiendoh/cocomo7g  (プログラムを稼働可能な形で公開) 

星野仏方 

招待講演・社会活動状況 

499. *Buho Hoshino (国際会議招待講演・名古屋大学・2017 年・11 月)：Seasonal Dynamics for 

Vegetation Response to Precipitation and Detection of Environmental Regime Shifting in 

Semi-Arid Region. International Workshop on Asian Dust, Bioaerosols and Environmental 

Regime Shift. Nagoya. 

500. ＊星野仏方： (招待講演)リモートセンシングを用いたアジア内陸黄砂発生源地域における地表面

変化抽出への新知見・第 57 回 大気環境学会年会・酸性雨分科会   2016 年 9 月 7 日・北海道大学 

501. 星野仏方（国際会議招待講演）：（Strategy of survival of plants in dry environment and its 

response to precipitation. 乾燥環境下の植物の生存戦略と降水への応答・第六回モンゴル高原環境

問題研究会・千葉市 

502. 星野仏方： ( 2017 年 2 月 23 日・招待)環境レジームシフトとダストの発生・JSPS 公開セミナー・

名古屋大学 

503. 2015, 国内, 2015/10, 江別日中友好会, 「―日本のアジア縁―日本と大陸アジア間の人と者の流れ

について考察」招待講演, 野幌公会堂, 日本, 江別市  

504. 2015, 国外 , 2015/01, SCIENTIFIC COUNCIL MEETING OF HUSTAI, Mongolia, Habitat 

selection and ecosystem resilience role of Microtus brandti voles in degraded pasture in 

Mongolia, HNP, Ulanbaatar, Mongolia, Ulanbaatar 

505. 2015, 国内, 2015/2, 第２回大気エアロゾルシンポジウム,「黄砂から PM2.5 まで～環境・健康への

影響～」主催 

506. 2015, 国内, 2015/11, 第３回エアロゾルシンポジウム- 宇宙・空・地表面,講演「黄砂はどこから

どこまでか？」 

507. 2014/10/03, NHK 北海道クローズアップ, ジンギスカン危機～羊肉高騰の裏側で～, テレビ取材 

508. 2013/03/06, 2013/03/06, 講師・講演, 取材・北海道広域 TLO 通信, 宇宙から地球の環境変化を観

測する, 研究の紹介 

能田 淳 

509. 2017/12/21, ポルトガル, Atmospheric science within a Onehealth perspective, University of 

Beira Interior, health science research centre, invited talk.  

510. 2017/08/01, 国内, 2nd lecture series on One Health, 「労働者の安全衛生を通して One Health を

考える」, 酪農学園大学主催  

511. 2017/07/07, 国内, ワンヘルス市民公開講座, ワンワールド・ワンヘルス研究会主催 

512. 2016/12/12, Sweden, Aerosol Science and Onehealth, department lecture series.  

513. 2016/11/25, 国内 第 4 回大気エアロゾルシンポジウム-ブラックカーボン- 北海道立総合研究機構

と主催 

514. 2016/11/20, Aerosol Science with One Health Perspective, 1st lecture series on One Health, 

Thammasat University, Pathum Thani, Invited talk.  

515. 2016/10/13, Relationship of Bioaerosls and Environmental Particulate Matters: Possible Health 

effect, Invited special lecture, 22nd atmospheric chemistry conference, Hokkaido University, 
Sapporo, Japan, 2016. 

浅川満彦 
516. 展示動物の寄生蠕虫保有状況とコントロール. 野生動物医学会「動物園医学の現状と将来」特別講

演.第 155 回日本獣医学会学術集会, 東京大学, 2013 年 3 月 27～31 日． 

517. 野生動物および園館展示動物の寄生虫病の最近動向. 第 9 回獣医内科アカデミー横浜大会, 横浜, 

2013 年 2 月 22-24 日. 

518. Infectious diseases of wildlife and its prevention in Japan. The 28th International Symposium 

of RRIAP on "Wildlife infectious diseases and the early warning system using zoo networks of 

the world". Nihon Univ., Kanagawa, Japan, Jan. 28th, 2013, 

519. 野幌森林公園の野生動物－生息・生態環境とそれ取り巻く保全医学的な問題点. 野幌森クラブ主催

特別講演会、2013 年 3 月 17 日、自然ふれあい交流館、江別． 

520. Wildlife Helminthology performed on Hokkaido, Japan. Invited Special Lecture, LIPI, Bogor, 
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Indonesia, Oct., 29th, 2013.  

521. 最近経験した爬虫類における寄生虫病自験事例. 第 10 回獣医内科アカデミー横浜大会, パシフィ

コ横浜, 2014 年 2 月 7-9 日. 

522. 酪農学園大学野生動物医学センターにおける救護活動.  平成 25 年度野生動物リハビリテータ協会

講習会, 札幌エルプラザ, 2014 年 1 月 26 日． 

523. 酪農学園大学野生動物医学センターの教育研究活動.  かながわ保全医学研究会招待講演会, 横浜

市, 2014 年 2 月 8 日． 

524. 野幌森林公園周辺の野生動物問題－特に、健康被害に対処するための基礎情報を中心に. 江別市大

麻・文京台地区自治会講演会, 大麻東町地区センター, 2013 年 11 月 1 日. 

525. 野生動物の生理・生体、感染症について.  日本野生動物医学会 SSC 基礎(I)座学コース「野生動物

入門セミナー」, 東京・八王子,2014 年 8 月 25 日. 

526. 今後の持続的な活動に向けた提案. 第 157 回日本獣医学会公衆衛生学/野生動物学分科会合同シン

ポジウム環オホーツク海における環境変化が野生動物と人に及ぼす影響, 北海道大学, 2014 年 9 月

10 日. 

527. 寄生虫病・感染症疫学. 第 158 回日本獣医学会公衆衛生学/野生動物学分科会合同シンポジウム「ニ

ホンザル関係」,北里大学, 2015 年 9 月 7 日 

528. 教育講演エキゾチック・ペット等の寄生虫病. 第 11 回獣医内科アカデミー横浜大会, パシフィコ

横浜, 2015 年 2 月 22 日 

529. 野生動物の生理・生体、感染症について.  日本野生動物医学会 SSC 基礎 (I) 座学コース「野生動

物入門セミナー」, 東京スポーツ文化館, 2015 年 8 月 31 日-9 月 1 日 

530. 大麻地区自治連合会連絡協議会主催役員研修会「地域における野生動物と感染症について」. 江別, 

2016 年 9 月 30 日. 

本プロジェクト研究成果発表会 

1 回目  2014 年 4 月 4 日(金) 

2 回目  2015 年 2 月 25 日(水) 

3 回目  2016 年 3 月 4 日(金) 

4 回目  2017 年 5 月 25 日(木) 

公開シンポジウム 2018 年 2 月 23 日(金) 

＜これから実施する予定のもの＞ 
１）2018 年度 本研究プロジェクトの研究成果について本学 HP に掲載する。 

 

１４ その他の研究成果等 
浅川満彦（関連の新聞報道記事） 

531. 北海道新聞夕刊（2013.04.04）岩国の白蛇「神様の使い」が病気になった：山口県岩国市に生息す

る国の天然記念物シロヘビが、線虫類の重度寄生が原因で大量に死亡していることが問題視されて

いた。そこで、野生動物医学センターが中心となって、寄生虫病ほか病原・病理検査をしたところ、

Kalicephalus 属線虫のほか、複数種の線虫寄生とクラミジアの混合感染が明らかにされた。この調

査研究のヒトへの公衆衛生学的な危険性も含み、その意義を解説した 

532. 北海道新聞朝刊（2013.06.08）獣医師の卵たち「哺乳類」を解説：野生動物医学センターが中心と

なって行っている野生動物や特用家畜などを対象にした研究活動について、浅川教授が指導する学

生が講師となって、市民に公開講座をしてきた。その告知であり、そこで用いられる教材では戦略

研究の一環で得られたものを活用したので、この事業のアウトリーチの一環としては有益な手法で

あった。 

533. 北海道新聞夕刊（2014.03.13）外来種カエルに寄生虫？：脚の数が異常なカエル類の奇形が、実は、

水鳥の新興吸虫病に起因していたこと、その吸虫の幼虫の住処となる貝類は富栄養化などの人為的

な水汚染が関わっていたことなどを、野生動物医学センターが中心となっておこなってきた、寄生

虫病ほか病原・病理検査の事例を紹介しつつ解説した。ヒトへの公衆衛生学的な危険性も含み、戦

略研究の意義を示す好例となった。 

534. 読売新聞朝刊（2015.10.11）顧みられない熱帯病の特効薬：戦略研究では駆除法の研究事例なども

紹介してきたため、今回のノーベル賞でもコメントを求められた。 

535. 毎日新聞朝刊（2015.11.18）都会に進出ハクビシン：都心に出没する外来種ハクビシンの被害につ

いて特集が組まれたが、その感染症について、戦略研究でのウイルスや寄生虫などの検査結果を紹

介した。 

536. 中国新聞朝刊（2016.01.08）オオサンショウウオ生態テーマ 24 日シンポ：国の天然記念物オオサン
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ショウウオを繁殖させる施設で、連続の死亡事例がおきたため、野生動物医学センターが寄生虫病

ほか病原・病理検査をした。その結果概要を、公衆衛生や家畜衛生などの危険性も含み、一般市民

へ解説した。そのシンポジウムの告知記事である。 

537. NHK 総合『クローズアップ現代プラス』2016 年 9 月 26 日（放映）「あたなの家も危ない！？都会を

侵略“エイリアン”外来動物 http://www.nhk.or.jp/gendai/articles/3866/index.html にて戦

略研究の一部である外来種アライグマの病原体検査について出演・コメント 

538. まんまる新聞（2017.11.24）獣医師の卵たち「爬虫類と鳥類」を解説：野生動物医学センターが中

心となって行っている野生動物や特用家畜などを対象にした研究活動について、浅川教授が指導す

る学生が講師となって、市民に公開講座をしてきた。その告知であり、そこで用いられる教材では

戦略研究の一環で得られたものを活用したので、この事業のアウトリーチの一環としては有益な手

法であった。 

539. テレビ朝日スーパーJ チャンネル 2017 年 10 月 13 日（放映）「特集 都会の害獣」にて戦略研究の一

部である外来種アライグマの病原体の写真、提供 

伊吾田宏正 

540. 伊吾田宏正（2017.06 国立科学博物館）米国における「ホワイトバッファロー」の活躍と人材育成

トレーニング．野生動物管理全国協議会主催シンポジウム 

541. 伊吾田宏正伊吾田宏正（2016.05 国立科学博物館）野生動物管理のプロフェッショナルを育てる大

学教育．野生動物管理全国協議会主催シンポジウム 

542. 伊吾田宏正．（2014.11 犬山市国際交流センター）次世代の野生動物管理の担い手を育成するには〜

大型哺乳類を事例として．「野生生物と社会」学会サテライト野生動物関連 4 学会シンポジウム．  

543. 伊吾田宏正．（2015.08 国立科学博物館）鳥獣管理の人材育成の課題とシカ捕獲認証の導入．野生動

物管理全国協議会主催シンポジウム． 

樋口豪紀 

544. 日本農業新聞（2017 年 10 月 3 日）早期発見が鍵：弟子屈町において開催された講演会（演者：樋

口）ついて紹介された。 

545. 日本農業新聞（2014.03.06）乳牛のマイコプラズマ対策–検査徹底で予防を：中標津町において開催

された講演会「マイコプラズマ性乳房炎から農業を守る」（演者：樋口）について紹介された。 

546. 日本農業新聞（2014.04.28）蔓延にまった–防止リーフレット作戦：根室管内で配布された、マイコ

プラズマ感染症のリーフレットについて紹介された。 

547. 日本農業新聞（2014.11.11）ウシのマイコプラズマ–危険性呼びかけ：十勝管内家畜人工授精師協会

の主催する研修会において、マイコプラズマ感染症について乳房炎と生殖器感染との関連性や制圧

対策について講演（演者：樋口）されたことが紹介された。 

田村 豊・臼井優 

548. 朝日新聞朝刊 16 面（科学）（2015.09.17）移動する耐性菌注視:環境から拡散する耐性菌問題につい

て、当研究室が沖縄県の農場において実施したハエを介した伝播の可能性についての調査結果が、

環境からの拡散ルートの可能性として紹介された。 

吉田 磨 

549. 北海道新聞 3 面 (総合・ひと) (2017.11.29) 大学と地域の交流記事の中で、地域における野生動

物の問題や環境問題への対応や大学研究の役割について紹介された。 
550. 北海道新聞 3 面 (総合・ひと) (2017.11.30) 大学と地域の交流記事の中で、地域における野生動

物の問題や環境問題について、大学と一体化した取り組みについて紹介された。 

蒔田浩平 

551. 蒔田浩平 (2017) 獣医疫学による One Health、Ecohealth の推進．第 27 回日本数理生物学会年会．

2017 年 10 月 6 日，北海道大学．招待講演. 

552. 蒔田浩平 (2017) ワンヘルスってなんだろう．One World One Health 研究会 市民公開講座「ワン

ヘルスってなんだろう？」．2017 年 7 月 8 日，北海道大学．招待講演. 

553. Makita K. (2017) Incentive-based improvement of food safety and zoonosis risks in sub-Saharan 

Africa. Japanese – Swiss EcoHealth Colloquium. JSPS. 2017 January 10-12, Swiss TPH, Basel, 

Switzerland.招待講演． 

554. 蒔田浩平 (2016) 農林水産省平成 26 年度飼養衛生管理基準の実効性確保に関する調査事業. PED セ

ミナー．2016 年 12 月 8 日．招待講演． 

555. 蒔田浩平 (2016) 酪農学園大学 OIE センターにおける国際共同研究の推進．「感染症へ挑戦する若手

研究者達」私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「グローバル化社会における動物由来感染症制御

のための国際共同研究と若手研究者育成」．2016 年 12 月 2 日，日本大学．招待講演． 

556. 蒔田浩平 (2016) 国際社会における乳と衛生. One World One Health 研究会．2016 年 7 月 8日，江
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別市．招待講演． 

557. 蒔田浩平 (2016) 我が国における狂犬病拡大のシミュレーションについて．平成 27 年度狂犬病予防

業務担当者会議，2016 年 2 月 23 日，東京．招待講演. 

558. Makita K. (2016) Fermentation to reduce food-borne pathogens. The FAO International 

Symposium on 'The role of agricultural biotechnologies in sustainable food systems and 

nutrition'. 2016 February 17. United Nations Food and Agriculture Organization (FAO), Rome, 

Italy. 招待講演. 

559. 蒔田浩平 (2016) 畜産現場における家畜衛生経済学の応用．平成 27 年度獣医療提供体制整備推進総

合対策事業高度獣医療講習会．2016 年 1 月 19 日，栃木県宇都宮市．招待講演. 

560. 蒔田浩平・門脇弾 (2015) わが国における狂犬病拡散リスクの評価．人と動物の共通感染症研究会

学術集会特別講演「社会情勢の変化を踏まえた我が国における狂犬病対策のあり方」． 2015 October 

30, Tokyo. 招待講演. 

561. Makita K. (2015) Epidemiology for strategic control of Neglected Zoonoses. 

FAO-APHCA/OIE/USDA Regional Workshop on Prevention and Control of Neglected Zoonoses 

in Asia. 2015 July 15-16, Obihiro. 招待講演. 

 

 

 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

留意事項 — 時宜を得た提案だが、研究計画に掲げた技術開発がみえず、研究内容と計画の

相関性が希薄であるので留意すること。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
上記留意事項に対応すべく、採択年度より当初予定していた研究担当者の他、さらに他分野で

活躍している研究者を本事業のメンバーとして追加した。また、各課題の進展に応じ随時研究

者の入れ換えも検討・実施しながら計画を進めてきた。 

 本研究プロジェクトに於いて、感染症病原因子の検出技術の開発が最も重要な課題の１つで

あったが、遺伝子レベルでの検出は遠藤による多くのデータからのプライマー設計アルゴリズ

ムを構築でき特許出願を果たせた（遠藤 出願番号 PCT/JP2018/009343 出願日 平成 30 年 3 月

9 日）。さらに、中間報告時に残された課題については、実際の試料（星野や能田によって今回

捉えることが出来た飛来粒子）からの検出に向けたプライマーの設計を実現することができ

た。さらに、生細胞の病原体については、迅速高感度検出法として MALDI-TOF MS を用いた病

原バクテリア BioTyper 法を確立し、従来法（遺伝子法）では困難であった血清型の分類も可

能とした。さらに現在は食品のカビの検出同定に応用し、これまで必要とされていた真菌の一

部のライブラリーを構築できた。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
無し 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
無し 
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１７
（千円）

なし　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（　賃借料　） 187 レンタカー代 187 調査用レンタカー代

アルバイト（研究補助） 224 時給1,000円，年間時間数224時間，実人数1人

プロジェクト事務補助者
147

0

0
0

フィールド等調査、その他（1,183）
論文出版費等、その他（31）

卓上超遠心機修繕費、その他（66）

補助主体

積　　算　　内　　訳

補助主体

616

79

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給740円，年間時間数107時間，実人数3人

0

616

166
時給740円，年間時間数199時間，実人数2人
時給740円，年間時間数224時間，実人数1人

0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
クリーンベンチ（卓上式）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

0

計

計

0
315

実験機器315

学生アルバイト（研究補助）

0

315

14,069
実験機器修繕 639

2,009
論文掲載関係

0

調査・研究打合せ等
120

0
826

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
実験消耗品、その他（6,154）

支　出　額

感染因子に係る実験調査

金　　額

4,863

なし

0

なし

計

消　耗　品　費
0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

なし

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　支払修繕費　）

報酬・委託料

705

小  科  目
主　な　使　途

研究支援推進経費

11,017

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

151

25

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度
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  平成 年度

  平成 年度

170 調査用レンタカー代

（ 諸会費 ) 544 参加費 489 学会等参加費、その他（55）

（　賃借料　） 149 レンタル料 108 実験器具レンタル料、調査用レンタカー代（41）
報酬・委託料 2,310 派遣スタッフ人件費

計 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 367

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 367 実験機器 367 高低温サーキュレーター

教育研究経費支出 0 0

計 92

人件費支出 92 学生アルバイト（研究補助） 34 時給770円，年間時間数44時間，実人数4人
（兼務職員） 短期雇用者（調査補助） 58 時給12.5USD，年間時間数40時間，実人数1人

計 14,541

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,960 派遣スタッフ人件費 1,399 プロジェクト事務補助者派遣料、その他（561）

（ 支払修繕費 ） 349 実験機器修繕費 313 飛行時間型質量分析システム修繕、その他（36）

印刷製本費 10 論文掲載関係 10 論文別刷代

旅費交通費 3,279 調査・研究打合せ等 1,276 フィールド等調査、その他（2,003）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 155 送料 155 研究試料等送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,073 感染因子に係る実験調査 7,433 実験消耗品、その他（640）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 254

人件費支出 254 学生アルバイト（研究補助） 83 時給750円，年間時間数110時間，実人数3人
（兼務職員） 短期雇用者（研究補助） 71 時給1,000円，年間時間数71時間，実人数1人

計 14,746

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

1,394 プロジェクト事務補助者派遣料、その他（916）

印刷製本費 0 0

旅費交通費 2,825 調査・研究打合せ等 1,506 フィールド等調査、その他（1,319）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,972 感染因子に係る実験調査 8,071 実験消耗品、その他（901）

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

（　支払修繕費　） 404 実験機器修繕費 187 質量分析計修繕費、その他（217）

（　諸会費　） 86 参加費 86 学会等参加費

短期雇用者（調査補助） 100 日給100USD，年間時間数40時間，実人数2人

（ 公租公課 ） 1 軽油税 1 軽油税（レンタカー用ガソリン関係）

（ 賃借料 ） 170 レンタカー代
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  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0

計 815

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 815 実験機器 815 iMarkマイクロプレートリーダー

教育研究経費支出 0 0

計 1,064

短期雇用（調査補助） 52 時給6.25USD，年間時間数80時間，実人数1人
（兼務職員） パート（事務補助） 1,012 時給800円，年間時間数1,088時間，実人数1人

計 13,119

年　　　度 29

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,064

（ 賃借料 ） 274 レンタカー代 252 調査用レンタカー代、その他（22）

（ 諸会費 ) 569 参加費 255 学会等参加費、その他（314）

報酬・委託料 1,001 業務委託費 540 調査・解析等委託、その他（461）

（ 公租公課 ） 21 通関税・空港税 21 海外出張時通関税・空港税

印刷製本費 117 論文掲載関係 101 論文別刷代、その他（16)

旅費交通費 4,743 調査・学会参加旅費 4,178 フィールド等調査・学会参加、その他（565）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 46 送料 45 研究資料等送料、その他（1）

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,348 感染因子に係る実験調査 5,490 実験消耗品、その他（858）

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,317 感染因子に係る実験調査 7,481 実験消耗品、その他（836）

光　熱　水　費 0

通信運搬費 24 送料 13 研究試料等送料、その他（11）

印刷製本費 257 研究成果関係資料 印刷費 257 研究成果報告書 印刷

旅費交通費 3,852 調査・学会参加旅費等 2,953 フィールド等調査・学会参加、その他（899)

報酬・委託料 647 業務委託費 315 調査・解析等委託、その他（332）

（ 公租公課 ） 8 軽油税・空港税 8 軽油税（レンタカー用ガソリン関係）、海外出張時空港税

（ 賃借料 ） 275 レンタカー代 255 調査用レンタカー代、その他（20）

（ 会議費 ) 2 会議等開催関係 2 シンポジウム・外部評価委員会開催時 消耗品

計 13,648

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,139 学生アルバイト 50 時給820円，年間時間数61時間，実人数1人

パート（事務補助） 1,062 時給820円，年間時間数1,122時間，実人数1人
教育研究経費支出 0 0

計 1,139

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0

（ 諸会費 ） 166 参加費 160 学会等参加費、その他（6）

（ 支払修繕費 ） 100 実験機器修繕 100 分光蛍光光度計修繕費

短期雇用（調査補助） 27 時給6.25USD，年間時間数40時間，実人数1人（兼務職員）


